
強
ま
る
規
制

さ
じ
加
減
が
難
し
い

社
会
で
重
要
な
役
割
持
つ

関
係
者
は
魅
力
に
さ
ら
に
磨
き
を

全旅連全国大会
特集（３～５面）

２面

宿泊、４人に１人が訪日客

６面

主要旅行業の販売．％増

９面

ＫＣＰ会が２年ぶり総会

面

世界の取引先人が参加

面

山形・蔵王の道の駅が好評

ニ
ッ
ポ
ン
の「
温
泉
文
化
」、そ
の
魅
力
と
可
能
性


件
、負
債

億

万
円
４
月
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
倒
産

帝
国
デ
ー
タ
調
査

■■

青
柳
　

正
規
氏（「
温
泉
文
化
」ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

全

国

推

進

協

議

会

会

長
）に
聞
く

（１） 第３２２４号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）６月１０日（月曜日） （毎週月曜日発行）

通
行
禁
止
を
明
示
し
た
京

都
・
祇
園
の
私
道
。
マ
ナ

ー
は
向
上
す
る
だ
ろ
う
か

　
「
温
泉
文
化
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
昨
年
４
月
に
設
立
さ
れ

た
「
『
温
泉
文
化
』
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
全
国
推
進
協
議
会
」
（
事
務
局
＝
全
国

旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
）。そ
の
会
長
を
務
め
る
文
化
庁
元
長
官
で
、

現
在
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学
士
院
会
員
、
多
摩
美
術
大
学
理
事
長
な
ど
を
務

め
る
青
柳
正
規
氏
に
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
『
温
泉
文
化
』
、
そ
の
魅
力
と
可
能
性
」
を
テ
ー

マ
に
話
を
伺
っ
た
。
（
聞
き
手
＝
本
社
・
森
田
淳
）

　今年４月の外国人延べ宿泊者
数は万泊となり、１カ月当
たりで過去最高を記録した。日
本人を含めた延べ宿泊者数全体
に占める外国人の割合は．％
と４人に１人に。

　鉄道旅客協会が発表した主要
旅行業社の４月の販売状況
は、総取扱額が前年度比．％
増。分野別では国内旅行が．
％増。

　山形市の蔵王エリアに昨年オ
ープンした「道の駅やまがた蔵
王」。車中泊スペースや多目的
ホールなど独自の設備展開で利
用客から好評を博している。

　トリップドットコム・グルー
プが「グローバルカンファレン
ス」を開催。世界各国の取引先
約人が参加。さらなるビジ
ネス協業を呼び掛けた。

　ＫＮＴ―ＣＴパートナーズ会
（ＫＣＰ会）が２年ぶりの通常
総会。堀会長を再選したほか、
一部連合会を統合する組織改正
を承認した。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
今
年
４
月
の
ホ
テ
ル

・
旅
館
経
営
業
者
の
倒
産

（
負
債
１
千
万
円
以
上
の
法

的
整
理
）
は

件
、
負
債
総

額
は

億
８
千
万
円
だ
っ

た
。
件
数
は
前
年
同
月
比
、

前
月
比
と
も
６
件
増
加
（
１

２
０
・
０
％
増
）
。
昨
年
９

月
以
来
、
７
カ
月
ぶ
り
の
２

桁
台
と
な
っ
た
。

　
負
債
総
額
は
前
年
同
月
と

ほ
ぼ
同
額
。
前
月
比
は
１
７

９
・
８
％
増
加
し
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
６
件
増

（

・
１
％
増
）の

件
。
負

債
総
額
が
同

・
０
％
増
の

１
４
９
億
７
８
０
０
万
円
。

５月日に行われた協議会の総会。登
録に向けて機運を高めるさまざまな取
り組みを行うことを確認した

　
―
―
日
本
の「
温
泉
文
化
」

に
つ
い
て
。
そ
の
魅
力
を
ど
う
捉
え
る
か
。

　
日
本
は
火
山
国
で
、
火
山
に
よ
る
自
然
災
害
も
あ
る

が
、
そ
の
一
方
で
美
し
い
自

然
景
観
や
、
地
熱
に
よ
る
温

泉
の
湧
出
が
世
界
各
国
に
比

べ
て
圧
倒
的
に
多
い
。
火
山

の
恵
み
を
多
く
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
し
て
単
に
お
湯
が
出
る

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
に
旅
館
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
で
き
、

わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
こ
れ
ら

を
巧
み
に
活
用
す
る
方
法
を

生
み
出
し
た
。

　
温
泉
に
入
り
、
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
て
、
気
分
を
和

ら
げ
て
、
次
の
仕
事
に
備
え

る
と
い
う
、
生
活
の
リ
ズ
ム

を
う
ま
く
つ
く
っ
て
い
る
。

　
温
泉
は
人
々
の
健
康
増
進

の
役
割
も
果
た
し
て
き
た
。

温
泉
で
体
を
治
療
す
る
湯
治

が
古
く
か
ら
広
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
現
在
医
学
の
見

地
か
ら
見
て
も
理
に
か
な
っ

て
い
る
。

　
現
代
も
少
し
時
間
が
あ
れ

ば
「
温
泉
に
行
き
た
い
ね
」

な
ど
と
、
多
く
の
人
が
自
然

に
言
っ
て
い
る
。

　
日
本
社
会
の
中
で
、
温
泉

文
化
と
い
う
も
の
は
、
も
は

や
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
温
泉
文
化

を
守
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

だ
。

　
し
か
し
、
温
泉
が
存
在
す

る
地
方
の
一
部
で
は
、
近
年

の
少
子
高
齢
化
で
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
れ
つ
つ

あ
る
。

　
地
域
の
人
た
ち
が
温
泉
文

化
を
見
直
し
、誇
り
に
思
い
、

た
く
さ
ん
の
人
々
に
利
用
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力

を
重
ね
る
こ
と
が
今
、
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

　
―
―
ご
自
身
の
温
泉
に
関

す
る
体
験
、経
験
談
な
ど
を
。

　
祖
母
が
住
ん
で
い
た
佐
賀

県
の
嬉
野
温
泉
に
小
学
校
の

夏
休
み
の
時
に
行
っ
た
の
が

記
憶
に
残
る
最
初
の
温
泉
体

験
で
あ
る
。
広
い
大
浴
場
を

プ
ー
ル
の
よ
う
に
し
て
泳
い

だ
り
、
お
湯
を
飲
み
込
ん
だ

ら
普
通
の
水
と
違
う
味
が
し

た
の
が
今
で
も
記
憶
に
残
っ

て
い
る
（
笑
）
。

　

年
ほ
ど
前
に
行
っ
た
鹿

児
島
県
の
菱
刈
温
泉
は
鉱
山

の
近
く
の
温
泉
で
、
入
る
と

肌
が
つ
る
つ
る
し
て
、
体
が

何
時
間
も
ぽ
か
ぽ
か
と
し
て

い
る
。
「
温
泉
は
す
ご
い
効

能
を
持
っ
て
い
る
」
と
、
ま

さ
に
肌
で
感
じ
た
。
子
供
の

頃
か
ら
好
き
だ
っ
た
が
、
そ

れ
で
温
泉
が
な
お
好
き
に
な

っ
た
。

　
今
は
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
も

温
泉
が
あ
る
と
こ
ろ
を
選
ん

で
泊
ま
っ
て
い
る
。
温
泉
が

宿
を
選
ぶ
基
準
に
な
っ
て
い

る
。
一
晩
寝
て
、
朝
起
き
た

ら
す
ぐ
に
温
泉
に
入
る
。
私

は
血
圧
が
少
し
高
い
の
だ

が
、
温
泉
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
と
、
そ
の
日
は
１
日
下
が

っ
て
い
た
り
す
る
。
温
泉
の

効
能
を
実
感
す
る
。

　
―
―
協
議
会
に
つ
い
て
。

今
後
の
活
動
方
針
は
。

　
文
化
庁
、
政
府
は
も
ち
ろ

ん
、
多
く
の
国
民
に
そ
の
気

に
な
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
ず
は
１
０
０

万
筆
の
署
名
を
集
め
て
政
府

に
届
け
た
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
無
形

文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指

し
て
い
る
。そ
こ
か
ら
一
歩
、

抜
き
ん
出
る
に
は
い
か
に
多

く
の
署
名
を
集
め
る
か
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。

　
全
旅
連
（
全
国
旅
館
ホ
テ

ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
）を
は
じ
め
、

関
係
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
か

ら
お
願
い
を
す

る
こ
と
に
な

る
。
温
泉
旅
館

に
泊
ま
っ
た
お

客
さ
ま
を
は
じ

め
、
多
く
の
方

の
賛
同
を
頂
き

た
い
。

　
―
―
登
録
の

実
現
に
、
業
界

関
係
者
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
。

　
温
泉
文
化
を
構
成
す
る
要

素
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
れ
だ
け

充
実
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ

る
。お
湯
の
良
さ
に
限
ら
ず
、

お
客
さ
ま
の
も
て
な
し
方
や

施
設
、
景
観
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
温
泉
地
は
人
々
の
病
気
や

け
が
を
治
す
湯
治
場
、
そ
し

て
疲
れ
た
心
と
体
を
癒
や

し
、
次
に
向
か
お
う
と
い
う

気
持
ち
を
呼
び
起
こ
す
保
養

地
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
。

長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
物
語

性
が
あ
り
、
そ
の
土
地
で
生

ま
れ
た
地
域
特
有
の
工
芸
品

な
ど
、
文
化
の
発
信
地
で
も

あ
る
。
こ
れ
ら
が
一
体
と
な

っ
て
温
泉
文
化
と
い
う
も
の

が
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
関
係
者
の
皆
さ
ま
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
良
さ
に
今
ま
で
以

上
に
磨
き
を
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
―
―
「
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

温
泉
文
化
の
価
値
や
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
」
と
い
う
「
温
泉

文
化
大
使
」
の
第
１
回
発
表

が
行
わ
れ
、
青
柳
会
長
を
は

じ
め
、

人
が
決
ま
っ
た
。

　
お
会
い
す
る
人
た
ち
に
温

泉
文
化
の
良
さ
を
伝
え
る
こ

と
。
そ
し
て
署
名
を
お
願
い

し
て
、
早
く
１
０
０
万
筆
を

達
成
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
大

使
と
し
て
の
重
要
な
役
割
と

認
識
し
て
い
る
。

　
―
―
弊
紙
読
者
の
温
泉
旅

館
経
営
者
に
激
励
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
。

　
旅
館
は
単
に
宿
泊
を
す
る

場
で
は
な
く
、
人
々
の
心
と

体
を
癒
や
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
蓄
え
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
ん
で
も
ら
う
と
い
う
、

重
要
な
役
割
を
持
つ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
担
っ
て
き
た

こ
れ
ら
の
役
割
に
今
後
も
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
て
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

　
旅
館
は
労
働
集
約
型
の
産

業
だ
が
、
今
は
ど
の
業
界
も

人
手
不
足
で
、
働
く
人
を
集

め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
魅
力
を

高
め
る
こ
と
で
人
々
の
注
目

が
集
ま
り
、
若
い
人
を
は
じ

め
、
働
く
人
も
増
え
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

　
青
柳
　
正
規
氏
（
あ
お
や

ぎ
・
ま
さ
の
り
）
１
９
４
４

年

月

日
生
。
東
京
大
学

文
学
部
卒
。
同
大
学
院
修
士

課
程
修
了
。
同
大
学
教
授
、

文
学
部
長
、
副
学
長
等
を
経

て
、
２
０
０
５
年
国
立
西
洋

美
術
館
長
。

年
独
立
行
政

法
人
国
立
美
術
館
理
事
長
。


～

年
文
化
庁
長
官
。
現

在
は
、
山
梨
県
立
美
術
館
館

長
、多
摩
美
術
大
学
理
事
長
、

奈
良
県
橿
原
考
古
学
研
究
所

所
長
、
石
川
県
立
美
術
館
館

長
、
せ
た
が
や
文
化
財
団
理

事
長
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル

東
京
機
構
長
、
他
。

　
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町

の
、
コ
ン
ビ
ニ
越
し
に
富
士

山
が
望
め
る
場
所
に
黒
幕

（
農
業
で
使
う
ネ
ッ
ト
）
が

設
置
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
が
、
最

近
、
こ
の
黒
幕
に
穴
が
開
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
の
ス
ポ
ッ
ト
は
、
コ
ン

ビ
ニ
の
屋
根
越
し
に
雪
を
被

っ
た
白
い
富
士
山
頂
が
望
め

る
こ
と
か
ら
、
記
念
撮
影
に

訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
が
絶

え
な
か
っ
た
。

　
に
ぎ
わ
う
の
は
い
い
の
だ

が
、
通
行
の
邪
魔
に
な
る
ば

か
り
か
、
道
路
へ
の
飛
び
出

し
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど

の
迷
惑
行
為
も
相
次
ぎ
、
地

元
住
民
か
ら
町
に
対
し
「
何

と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
の
苦

情
が
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

富
士
山
を
見
え
な
く
す
る
黒

幕
が
設
け
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
住
民
か
ら
警
察

に
「
穴
を
開
け
て
い
る
人
が

い
る
」
と
通
報
が
あ
り
、
調

べ
た
と
こ
ろ
約
１
㌢
の
穴
が

十
数
個
あ
っ
た
と
い
う
。

　
見
た
い
、
撮
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
も
分
か
ら
ぬ
で
は

な
い
が
、「
そ
こ
ま
で
し
て
」

と
い
う
の
が
率
直
な
感
想

だ
。
黒
幕
設
置
に
は
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
あ
り
、
他
に
手

は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
思
い
も
す
る
が
、
そ
れ

だ
け
コ
ン
ビ
ニ
周
辺
は
雑
然

と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
穴
を
開
け
る
行
為

は
い
た
だ
け
な
い
。
警
備
員

が
配
置
さ
れ
、
「
防
犯
カ
メ

ラ
作
動
中
」
の
チ
ラ
シ
も
貼

っ
て
あ
る
中
で
の
行
為
で
あ

る
。
穴
を
開
け
た
人
が
外
国

人
と
は
限
ら
な
い
が
、
や
は

り
、
ル
ー
ル
は
守
っ
て
ほ
し

い
も
の
だ
。

　
立
ち
入
り
禁
止
と
い
え

ば
、
京
都
・
祇
園
で
は
私
道

の
通
り
抜
け
な
ど
の
行
為
を

繰
り
返
す
観
光
客
が
後
を
絶

た
ず
、
住
民
の
日
常
生
活
に

支
障
を
来
す
と
し
て
、
通
り

抜
け
の
禁
止
を
告
げ
る
高
札

が
設
置
さ
れ
た
。

　
こ
の
私
道
は
祇
園
の
私
道

の
一
つ
で
、
「
小
袖
小
路
」

と
呼
ば
れ
る
、
祇
園
の
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト「
花
見
小
路
」

に
面
し
た
約
１
０
０
㍍
の
道

路
。
高
札
に
は
「
私
道
に
つ

き
観
光
客
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
写
真
撮
影
や
進
入
禁
止
」

と
い
う
文
字
が
書
か
れ
、
そ

の
下
に
は
「
許
可
な
く
侵
入

の
場
合
、
罰
金
１
万
円
」
と

あ
る
。
罰
金
に
法
的
拘
束
力

は
な
く
、
設
置
し
た
地
元
の

協
議
会
は
迷
惑
行
為
の
抑
止

力
と
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　
北
海
道
美
瑛
町
は
、
「
青

い
池
」
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
入

っ
た
人
を
自
動
検
知
し
て
警

告
音
声
を
流
す
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
４
月
か
ら
運
用
を

始
め
た
。
侵
入
が
認
め
ら
れ

た
回
数
は
５
月
中
旬
時
点
で

す
で
に
５
０
０
回
を
超
え
た

と
か
。

　
警
告
音
声
は
日
本
語
の
ほ

か
、英
語
や
中
国
語
な
ど
で
、

音
声
を
聞
い
て
引
き
返
す
人

が
増
え
、
一
定
の
成
果
は
出

て
い
る
よ
う
だ
。

　
日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ

ず
多
く
の
人
が
訪
れ
、
地
域

が
に
ぎ
わ
う
の
は
け
っ
こ
う

な
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
迷
惑
を
被
る
人
が
増
え
る

の
は
や
は
り
見
過
ご
せ
ず
、

何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
こ

と
は
仕
方
が
な
い
。
た
だ
、

強
い
態
度
に
出
る
と
日
本
の

イ
メ
ー
ジ
も
悪
く
な
っ
て
し

ま
う
。さ
じ
加
減
が
難
し
く
、

悩
ま
し
い
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
全
国
旅
行
業
協

会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）

は
、「
学
生
が
つ
く

る
東
京
都
の
着
地

型
旅
行
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
作

品
募
集
を
開
始
し
た
。
応
募

対
象
は
、
東
京
都
に
在
住
、

ま
た
は
都
内
の
学
校
に
在
籍

す
る
高
校
生
、
大
学
生
、
専

門
学
校
生
な
ど
。
東
京
都
の

歴
史
・
文
化
、産
業
・
工
芸
、

食
、
自
然
、
祭
り
・
伝
承
行

事
、
癒
や
し
な
ど
の
観
光
素

材
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
テ
ー

マ
と
し
た
、
若
者
な
ら
で
は

の
斬
新
な
発
想
の
着
地
型
旅

行
プ
ラ
ン
を
募
っ
て
い
る
▼

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ

が
２
０
２
５
年
１
月

日
に

開
催
す
る
「
第

回
国
内
観

光
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ

東
京
」
の
事
業
の
一
環
で
、

会
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

る
。
開
催
県
の
観
光
振
興
と

国
内
観
光
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
前

回
の
愛
知
県
に
続
く
都
市
圏

で
の
開
催
で
、「
よ
う
こ
そ
、

ま
だ
見
ぬ
東
京
へ
。」を
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
る
▼

日
本
観
光
振
興
協
会
、
日
本

旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）、

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
）
は
、
世
界
最
大
級
の
旅

の
祭
典
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
４
」

を
９
月

日
か
ら

日
ま
で

の
４
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
催
す
。展
示
商
談
会
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
＆
セ
ミ
ナ
ー
、

顕
彰
事
業
、
交
流
会
の
主
要

４
事
業
を
展
開
す
る
ほ
か
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｔ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ト
ラ
ベ

ル
＆
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ト
２
０

２
４
」
も
同
時
開
催
さ
れ
る

▼
旅
行
需
要
が
回
復
し
て
き

て
い
る
中
、
観
光
団
体
の
各

イ
ベ
ン
ト
が
さ
ら
な
る
需
要

喚
起
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
　
【
Ｍ
・
Ｉ
】


